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「
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」
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い
に
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、
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て
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が
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う
つ
く
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の
意
味
を
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き
な
さ
い
。
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⑶
〔
動
作
の
主
体
〕　
　

線
Ａ
「
寄
り
て
見
る
に
」
は
だ
れ

の
動
作
で
す
か
。
古
文
中
の
漢
字
一
字
で
書
き
な
さ
い
。
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助
詞
の
省
略
〕　
　

線
Ｂ
「
筒
の
中
光
り
た
り
」
を
現

代
語
訳
す
る
と
き
、「
筒
の
中
」
と
「
光
り
た
り
」
の

間
に
補
う
助
詞
を
一
つ
書
き
な
さ
い
。
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中　

光
っ
て
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〔
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竹
取
物
語
が
成
立
し
た
時
代
を
書
き
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さ

い
。
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次
の
古
文
を
読
み
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
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、
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と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り
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野
山
に
ま
じ
り
て
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を
取
り
つ
つ
、
よ
ろ
づ
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こ

と
に
使
ひ
け
り
。
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を
ば
、
さ
ぬ
き
の
造

み
や
つ
こ

と
な

む
い
ひ
け
る
。

　

そ
の
竹
の
中
に
、
も
と
光
る
竹
な
む
一ひ

と

筋す
ぢ

あ
り

け
る
。
あ
や
し
が
り
て
、
寄
り
て
見
る
に
、
筒つ

つ

の

中
光
り
た
り
。
そ
れ
を
見
れ
ば
、
三
寸
ば
か
り
な

る
人
、
い
と　

う
つ
く
し
う
て　

ゐ
た
り
。
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よ
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